
 

  

 

 

 

 

 

 

 

東京ガールズコレクション実行委員会（企画/制作：株式会社 W TOKYO）は、2020 年 1月 11日（土）にツイ

ンメッセ静岡（北館大展示場）にて『SDGs 推進 TGC しずおか 2020 by TOKYO GIRLS COLLECTION（以下、SDGs

推進 TGC しずおか 2020）』を開催いたしました。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

■2回目の開催となる「TGC しずおか」は、のべ約 7,230 人が来場 

テーマは“LET’S TAKE ACTION” 

東京ガールズコレクションでは、TGCのプラットフォームを活用し、地域の魅

力や産業を全国へ向けて発信するだけでなく“東京の最先端”を体験・経験で

きる機会として、2015 年に「TGC 地方創生プロジェクト」を発足しました。TGC

しずおかは「地方創生プロジェクト」と「SDGsの推進」を掛け合わせた、東京

ガールズコレクションの今までの集大成の一つとなるプロジェクトとして 2 年

連続の開催となります。 

今年は、昨年を上回るのべ約 7,230 人が、同日に開催した連携イベント

『SDGs COLLECTION supported by TGC しずおか 2020』には 12,100 人が来場。

さらにイベントを生配信した LINE LIVEの視聴者数はのべ約 960,000 人に上

り、大盛況のうちに幕を閉じました。 

  

今回のテーマは“LET’S TAKE ACTION”。 

 「SDGs 推進 TGC しずおか 2020」は、SDGs に興味を持ち、何か一つでも行動に移してほしいという目的で

開催しており、初年度は SDGs という言葉の認知を目標に、2 回目となる今年は SDGsの 17項目を理解しても

らうため TGCならではの、より具体的な施策を通して情報を発信しました。当日は、輝く女性の代表として

多数の人気ゲストモデルやゲストがステージに登場。また、SDGsの 17の目標に沿ったコンテンツや静岡開催

ならではの企画を展開し、静岡の魅力を全国に発信しました。 
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のべ約 7,230 人の来場者が熱狂！ 

開催 2 回目となる今年は、TGC ならではの SDGs17 の施策を実施 

『SDGs 推進 TGC しずおか 2020 by TOKYO GIRLS COLLECTION』 
〜環境に配慮した施策や地元学生によるステージ&ブースプロデュースに注目〜 

 

 

 

キービジュアル 

グランドフィナーレ 



 

 

■SDGs目標 5：ジェンダー平等を実現しよう 

 静岡で活躍する輝く女性を表彰した「TGC SHIZUOKA WOMEN AWARD 2020」を実施 

 TGCは、2015年に国連総会で採択された「持続可能な開発のた

めの 2030アジェンダ」とその 17の「持続可能な開発目標

（SDGs）」の推進、特に『ジェンダー平等を実現しよう』を TGC

の発信力・拡散力を活用し普及に努めてまいりました。 

今回のテーマである“LET’S TAKE ACTION”の想いを込め

て、SDGs の達成に力を入れている静岡で活躍している女性を

表彰すべく、東京ガールズコレクション実行委員会が選出す

る「TGC SHIZUOKA WOMEN AWARD 2020」を実施しました。 

 

 県内に限らず国内外で活躍している方、国内外で SDGs（持

続可能な開発目標）の達成に向け活躍している方、もしくは活躍が期待される方を東京ガールズコレクショ

ン実行委員会が総合的に判断し、選考しました。今回は総合部門、SDGs部門の 2部門で実施。総合部門は三

宅ゆかりさん、SDGs部門は井上紗彩さんが受賞し、華やかなステージ上で感想と今後の抱負を語っていただ

きました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

■目に見えるかたちでわかりやすく SDGsを訴求！私たちの未来のためのファッションショーを実施 

静岡市の『SHIZUOKA CITY SDGs COLLECTION』では、SDGsの認知拡大を目的に SDGsの 17色を基調としたコーデ

ィネートで 17人のモデルがランウェイを歩きました。特に、ねおの衣装には目標 9番『産業と技術革新の基盤を

つくろう』を推進する、地場産品である“畳”を使用したバッグを、楠ろあの衣装には目標 12番『つくる責任、

つかう責任』を推進する、リメイクアイテムを取り入れたスタイルを披露しました。ランウェイ後、再度ステー

ジに登場したねおは、畳バッグについて「畳を使ったデザインでかわいくできているんです。今はスカートに合

わせていますがパンツスタイルに合わせてもまた雰囲気も変わって、普段でも使えそう。」とコメント。感想を語

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合部門：三宅ゆかりさん （女性の社会進出を推進する女性社長） 

【コメント】 

このような賞をいただきまして、大変嬉しいです。この製品は、想像力を豊かにし固定概念を外してできた

製品です。関係者のお力添えがなかったらこのような製品は出来上がりませんでした。（受賞を）社員も喜

んでおります。 

【プロフィール】 

自動車部品等製造会社の女性の社長となり、女性の視点と地域の女性クリエーターとの共同作業により新製

品の開発に取り組み、スチームパンクアクセサリー製作という全く新たな新規事業をおこして成功した。 

 
SDGs 部門：井上紗彩さん （SDGs の普及に努める高校生） 

【コメント】 

本日はこのような賞をいただけて本当に嬉しいです。SDGs の達成に向けて、今後も高校生である私たちか

らアクションを続けていきたいと思います。 

【プロフィール】 

2019 年度少年少女国連大使として、スイス欧州国連本部、スウェーデンで研修。 

帰国後は、SNS や自ら企画したワークショップ等を通じて SDGs の普及に努めている。 

伊藤桃々／楠ろあ／米山珠央    出口夏希／ねお／村瀬紗英（NMB48）     畳を使用したバッグ 



 

また、『TGC SHIZUOKA SPECIAL COLLECTION STAGE』では、環境に配慮した“サステナブル（＝持続可能な）”や

“エシカル”なアイテムを取り入れたスタイリングショーを展開し、ファッションへの取り入れ方を提案しまし

た。ファーストフェイスの中条あやみをはじめ高本彩花（日向坂 46）、ジャン海渡（SUPER★DRAGON）、宮野陽名は

エコファーを使ったアイテムを、古川毅（SUPER★DRAGON）はリサイクルポリエステル素材のコートを着用してラ

ンウェイに登場。「地球にやさしいファッション」で、華やかなステージをつくりあげました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 さらに、『サステナブル STAGE』では、来場者をはじめファッションに興味のある若年層に向け、SDGs目標 12番

『つくる責任、つかう責任』などの推進を目的に、サステナブルを訴求するコンセプトファッションショーを展

開。今回は下記 3社が賛同し、それぞれが考える循環型ファッションを発信しました。 

 

●ストライプインターナショナル 
経営戦略のひとつとして SDGsを掲げるストライプインターナショナルは、3ブランド合同のファッションショ

ーを実施。生産工程で余剰となり工場で眠っていた素材を再利用してつくられたカーディガンを中心としたスタ
イルを提案した koe、ヴィンテージアイテムでスタイリングを構成するとともに、ショッパーのデザインをそのま
ま落とし込んだエコバッグを取り入れた LEBECCA boutique、オーガニックコットン 100％のアイテムや、500mlの
ペットボトル約 12本分の再生ポリエステル繊維を表地に使用したペットボトルリサイクルブルゾンを深川麻衣が
着用した earth music&ecologyが、サステナブルでエシカルなショーを展開しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

中条あやみ     高本彩花（日向坂 46）       宮野陽名     古川毅（SUPER★DRAGON） 

emma（koe）       福原遥（LEBECCA boutique）  蜂谷曇海 深川麻衣   



 
 
●チチカカ 
 チチカカは、世界の文化を伝えていき、国、世代・ジャンルを超えて取引先各国の人たちと一緒に切磋琢磨、
共存共栄して彼らと共に成長することを企業理念に掲げています。今回のショー使用アイテムに「ハッピートレ
ードコレクション」という商品があり、“生産者の人々の暮らしを守り、文化をつなぎ、作る人も売る人も働きが
いや経済成長につながっていく”というコンセプトのもと、グアテマラやペルーなどの伝統的な刺繍を、現地の
方々が子育てなどの合間に１点１点ハンドメイドで制作しています。今回のショーでは国際フェアトレード認証
製品やリユース・リサイクルアイテムを披露しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●H&M 
 H&Mのサステナビリティは「環境」「社会」「経済」へ包括的にアプローチを行っており、まさに SDGsに足並み
をそろえるものです。古着回収サービスでは、どのブランドでも、どんな状態でも、不要になった衣類やホーム
テキスタイルを回収し、リウェア・リユース・リサイクルという衣料品の 3Rを実現しています。今回のショーで
は、リサイクルポリエステルやリサイクルウールなどを使用したアイテムを披露しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■静岡県のご当地グルメが勢ぞろい！バックステージのケータリングで出演者をおもてなし 

 脱プラスチック施策の実施も 

"ふじのくに「食の都」づくり" という県の取り組みもあるほど、食材の宝庫である静岡県。TGCの地方開催で
は、出演者も毎回楽しみにしているバックステージのケータリングは、静岡県が誇るご当地食材やグルメが集結
し、出演者の皆さんをおもてなししました。 
特に、握り寿司は、格調高い旨みと鮮やかな色が特徴の清水港天然南まぐろや徹底的に品質と味にこだわった

しずおか和牛などをネタとして使用しており、大変好評でした。 
また、フルーツプラッターは、「キラキラとした宝石のような輝き」で、「品のよい甘みと香り」が名前の由来

である「きらぴ香」といういちごや、通常のみかんの３倍のクエン酸が含まれている「すっぱみかん」などを用
意。見た目の可愛さも相まって出演者にも大人気でした。 
 

さんこいち       多屋来夢         香川沙耶         南明奈 

ねお          江野沢愛美         香音          新川優愛 



 

バックステージのケータリングでは、メニューを提供する際に使い捨てのプラスチック製の食品容器ではな
く、土に還ることが出来る環境に配慮した素材を起用。この施策は 9月に開催した「マイナビ presents 第 29回 
東京ガールズコレクション 2019 AUTUMN/WINTER」から取り組んでおり、今後も継続して取り組んでいきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■地元の学生がプロデュース！静岡の魅力が詰まったステージ&ブースの展開 

 『SHIZUOKA ODEKAKE COLLECTION STAGE』では、「静岡県の魅力発信」をテーマに静岡県の PR・イメージアップを

図るため、地元の学生がステージをプロデュース。全 4回の事前ミーティングでは、TGCチーフプロデューサーの

池田友紀子が講師となり、企画考案からプレゼンまでを学生が行い静岡県の代表としてステージをつくりあげま

した。ステージでは、静岡県のおすすめおでかけスポットスポットをショーバック映像で流しながら、日本でも

有数の綿織物の生産地であり、静岡県西部の遠州地域で発展した遠州織物を取り入れたコーディネートの出演者

がランウェイを歩きました。 

 昨年、静岡県の PR動画にも出演した生見愛瑠は静岡県のお気に入りスポットに関して「都田駅のカフェから電

車がすごい近くで見えて素敵だなって印象に残っています。」とコメントしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、会場内には学生がプロデュースしたブースも展開。花で装飾されたフォトパネルを用意しました。来場

者の目線に近い学生ならではのアイデアで、TGCのロゴ入りのフォトプロップスなどを用意。多くの来場客が

「TGCしずおかに来た」「静岡に来た」という思い出を写真で残そうと撮影している様子が垣間見えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

握り寿司                フルーツプラッター 

さんこいち                 きいた／生見愛瑠 

静岡県ブース 



 

■静岡県無形民俗文化財第一号の三社祭礼囃子が TGCとのコラボステージを展開！ 

 天女の衣装を纏ったゆきぽよが登場！静岡県の高校生のダンスパフォーマンスも 

文化庁が進める「日本博」事業に採択された『三社祭礼囃子 × TGC SHIZUOKA STAGE』では、静岡県無形民俗文

化財第一号にも指定されている三社祭礼囃子と TGCのコラボステージを展開。天女をイメージした衣装を身に纏

ったゆきぽよ（木村優希）が登場、伝統的な祭り囃子と現代的なレーザーやムービングの演出が相まって、会場

は大いに盛り上がりました。パフォーマンス後、再度ステージに登場したゆきぽよは、日本博に関して「日本な

らではのものとギャルを融合させたらもっとかわいいんじゃないかな。若い子にも興味を持ってほしい。」と語り

ました。また、ステージには三社祭礼囃子保存会と静岡県立横須賀高等学校の学生がダンサーとして登場。伝統

的なお囃子とひょっとこ、おかめの踊りで会場を盛り上げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■来場者もスタッフも一体となって SDGsを推進！  

シャンソン化粧品のステージでは、メイクファッションショーを展開したほか、SDGs14 番目の目標「海の

豊かさを守ろう」を推進する、紫外線吸収剤不使用の日焼け止め『シャンソン UV プロテクト ミルク』や、

『肌と海を守ろう』プロジェクトとして会場内ブースで販売しているチャリティーリストバンド『SANGO 

BAND』の活動についても触れ、販売⾦の全収益⾦を沖縄県恩納村の「サンゴ基⾦」へ寄付することを紹介。

さらに、会場内では、昨年からより具体的に SDGsに取り組んでいきたいという想いのもと、今回は TGC来場

者参加型の活動として、清水エスパルスと静岡マテリアル協力のもと、使わなくなった衣料品の回収を実施

しました。さらに、衣料品回収に参加してくれた来場者に、石灰石を主原料として紙・プラスチックの代替

となる新素材「LIMEX」を採用した TGC しずおか 2020 オリジナルステッカーをプレゼント。回収された衣料

品は一つ一つ手作業で仕分けしウエスや燃料にアップサイクルする予定です。また、TGC公式メディア

『girlswalker』ブースでは、TGCオフィシャルグッズを販売。環境に配慮し、これまでのビニール製のショ

ッパーを廃止し 2,000 円（税込）以上のお買い上げで、オリジナルエコバッグをプレゼントする取り組みを

行いました。そして、TGC しずおか 2020を運営するスタッフ用 Tシャツには、世界最高水準の安全な繊維の証

明「エコテックス®」を採用。製品認証の「エコテックス®スタンダード 100」を取得した「Gildan®プレミアムコ

ットン Tシャツ」に、染料・助剤の認証「エコパスポート」を取得した株式会社リコーの RICOHガーメントイン

クを活用してプリントしています。スタッフも来場者も SDGsの推進を身近に体験できる施策となりました。 

 

 

 

 

 

  

三社祭礼囃子保存会と静岡県立横須賀高等学校の学生        ゆきぽよ（木村有希） 

CHANSON COSMETICS STAGE           衣料品回収           オリジナルステッカー  

スタッフ Tシャツ           TGC公式メディア『girlswalker』ブース オリジナルエコバッグ 



 

【SDGs 推進 TGC しずおか 2020 by TOKYO GIRLS COLLECTION 開催概要】 
 

イベント正式名称：SDGs推進 TGC しずおか 2020 by TOKYO GIRLS COLLECTION （略称：SDGs推進 TGC しずおか 2020） 
開 催 日 時：2020年 1月 11日（土） 開場 13:00  開演 15:00  終演 19:45 
会 場：ツインメッセ静岡 北館大展示場（静岡県静岡市駿河区曲金 3丁目 1番 10号） 
公式来場者数：約 7,230人（のべ人数） 
公 式 サ イ ト：http://tgc.st/shizuoka/ 
チ ケ ッ ト：【入場料】 ※4歳以上はチケットが必要となります。※女性向けイベントの為、男性のみでの入場はご遠慮ください。 

 指 定 席  先行販売：9,000円(税込)  一般販売：9,500円(税込) ／ オリジナルノベルティ・ルミカライト付 
 スタンディング自由  先行販売：7,000円(税込)  一般販売：7,500円(税込) ／ ルミカライト付 
 当 日 券 一般販売：8,000円(税込) 
 
出展ブランド： 17kg、earth music&ecology、H＆M、HARE、JEANASIS、jouetie、koe、LAGUA GEM、LEBECCA boutique、 
 LIP SERVICE、R4G、REDYAZEL、ROYAL PARTY、WEGO、チチカカ 計 15 ブランド ※アルファベット順 
ゲストモデル： 青島妃菜、アリアナさくら、アンジェラ芽衣、池田美優、石川恋、伊藤桃々、江野沢愛美、emma、愛花、遠藤さくら（乃木坂 46）、 

大友花恋、岡崎紗絵、楓(E-girls/Happiness)、香川沙耶、加藤史帆（日向坂 46）、加藤ナナ、香音、茅島みずき、楠ろあ、 
久間田琳加、玖瑠実、小坂菜緒（日向坂 46）、小林由依（欅坂 46）、小室安未、紺野彩夏、齊藤京子（日向坂 46）、 
佐々木久美（日向坂 46）、佐々木美玲（日向坂 46）、佐藤晴美(E-girls)、重留真波、新川優愛、高本彩花（日向坂 46）、 

田鍋梨々花、多屋来夢、出口夏希、トラウデン直美、中条あやみ、菜波、Niki、生見愛瑠、ねお、蜂谷晏海、土生瑞穂（欅坂 46）、 
坂東希(E-girls)、福原遥、藤井サチ、堀未央奈（乃木坂 46）、松村沙友理（乃木坂 46）、宮野陽名、村瀬紗英（NMB48）、 
ゆきぽよ（木村有希）、吉木千沙都、吉田朱里（NMB48）、りかりこ 計 54 組 ※50 音順 

モ デ ル： 加藤夏歌、利水つばさ、中野愛理（SKE48）、中野恵那、野村実代（SKE48）、深井ねがい（SKE48）、古田愛理、道江幸子、 
      宮瀬いと、米倉モナ、米山珠央、WAKO（久貝和子） 計 12 名 ※50 音順 
スペシャルゲスト ： 香里奈 計１名 

ゲ ス ト： AMIAYA、神尾楓珠、Kaya、きいた、黒田昊夢、小池徹平、近藤千尋、佐野勇斗、さんこいち、ジャン海渡（SUPER★DRAGON）、 
      JULIDY、富田鈴花（日向坂 46）、ハナコ、バンダリ亜砂也、深川麻衣、古川毅（SUPER★DRAGON）、Mr.シャチホコ、南明奈、 
      山﨑康晃（横浜 DeNA ベイスターズ）、結木滉星、YOSHI、りんごちゃん、渡邉美穂（日向坂 46） 計 23 組  ※50音順 

シ ー ク レ ッ ト ゲ ス ト ：松村北斗（SixTONES）計 1 名 
メインアーティスト： E-girls、SUPER★DRAGON、日向坂 46 計 3 組 ※50 音順 
シークレットアーティスト：SixTONES 計 1 組 

パフォーマー： 薮田悠翔 計１名 
オープニングアクト： 荒井麻珠、Novelbright 計 2 組 ※50音順 
M C： 広海・深海 

ステージ内容：ファッションショー、アーティストライブ、パートナーステージ、パートナーブース  他  
主 催： 東京ガールズコレクション実行委員会 
共 催： 静岡県、静岡市 

特 別 協 賛： 株式会社シャンソン化粧品 
パ ー ト ナ ー： イオンクレジットサービス株式会社、株式会社イオン銀行、エスエスケイフーズ株式会社、清水エスパルス、スズキ株式会社、 
      アサヒ飲料株式会社、株式会社ヴィエリス、マルコ株式会社、LINE 株式会社、SHOWROOM 株式会社  

全 11 社（特別協賛含む） ※ランク別 50 音順 
助 成： 文化庁「日本博公募助成型（イノベーション型プロジェクト）」  
後 援： 環境省、国連の友 Asia Pacific 

特 別 協 力： キャッシュレス・ポイント還元事業、beyond2020 プログラム 
協 力： エコテックス®認証（ギルダンブランズ・ジャパン株式会社、株式会社リコー）、日興美術株式会社、 
      ふじのくに花の都しずおか推進協議会  

公式メディア： girlswalker 
演 出： DRUMCAN 
企 画 / 制 作： 株式会社 W TOKYO 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公式サイト：http://tgc.st/shizuoka/ 
LINE:@TGC_LINE / Twitter：@TGCnews / ハッシュタグ：#TGC しずおか 

 
 

SDGs（持続可能な開発目標）とは・・・ 

2015 年 9 月、ニューヨーク国連本部において「国連持続可能な開発サミット」が開催され、193 の加盟国によって「我々の世界を変革する：持続可能
な開発のための 2030 アジェンダ （2030 アジェンダ）」が全会一致で採択された。2030 アジェンダでは、「誰一人取り残さない （No one will be left behind）」
を理念として、17 の目標 （ゴール）が持続可能な開発目標 （Sustainable Development Goals ：SDGs）として設定された。2030 年の達成を目指し、発展
途上国の問題/先進国の問題とわけるのではなく地球上の問題として全員参加型の活動が求められている。 

東京ガールズコレクションとは・・・ 
「日本のガールズカルチャーを世界へ」をテーマに 2005 年 8 月から年 2 回開催している史上最大級のファッションフェスタ。総勢約 100 名の日本を

代表する人気モデルが出演し、日本のリアルクローズを披露するファッションショーをはじめ、豪華アーティストによる音楽ライブや、旬なゲストが多
数登場するスペシャルステージ、話題のアイテムがタッチアンドトライできるブースなど、TGC ならではのバラエティに富んだ多彩なコンテンツを展
開。また、初開催からモデルがショーで着用した洋服をその場でモバイルから購入できる E コマース連動イベントを実施し、国内外から話題となってい
る。 

地方創生プロジェクトとは・・・ 

日本各地の地域産業を活性化させることを目的に、2009 年から 「地域産業活性化プロジェクト」を開始し、TGC の会場内でプロモーションブースや
ステージ展開の他、名古屋や沖縄など地方都市での TGC 開催を実施。その後、地域経済活性化を図るべく 2015 年に 「地方創生プロジェクト」を発足。
全国で地方都市とのコラボレーションイベントを積極的に展開し、”東京の最先端”を届けるとともに、TGC を通じて地方都市の魅力を発信している。
これまで、北九州、広島、富山、静岡、熊本で開催。 


